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『人生地理学』 と中国

高 橋 虫弓

皆さん、こんにちは。大変、お忙 しい中、参加 していただきまして、心から感謝申し上げます。

今 日の講演は 「『人生地理学』と中国」ですが、むしろ 『人生地理学』が中国 とどのような関

わりを持っていったのかとい う、そ うい う視点で、お話をしたい と思います。

先程、お話がありましたけれ ども、『人生地理学』はちょうど百年前の10月15日 、まさに今 日

発刊をされました。

今 日はもう一つ嬉 しいことがありまして、皆さんも御存知だと思 うのですけど、中国が有人

の人工衛星発射に成功 したという、そうい うニュースが入 ってきたのですけども、ご存知でし

ょうか。

今 目こちらに、中国からの四人の交換教授 の先生方もいらっしていますので、共々に喜び合

いたい と思いますが、どうでしょうか。先生方、本当におめでとうございます。やは り、中国

と 『人生地理学』の関係は深いなと、しみ じみそう思ってお ります。

先程申しま したように『人生地理学』は、百年前のちょうど今 日発刊されま した。その後1908

年に一度大幅に改訂がなされ、これは第8版 で、最終的には11版まで出まして、日本国内では、

1923年 に出版 されたものが最後のようです。それ ぐらい20年 間にわたって再版、再版を繰 り返

した、大変好評を博した書物だと言っても良いと思います。

この点にっきましては、当センターの塩原事務長が、大変、詳 しい研究をされてお りまして、

『人生地理学』の発刊の経緯については、塩原 さんの論文を参考にされると良い と思います。

まず、日本国内では、『人生地理学』が発刊 されますと、直ちに新聞雑誌等にその書評が出ま

す。全部で41の 書評が出まして、そのことについては、塩原 さんがまた詳 しく調べられてお り

ます。当センターの研究紀要の第2号 に詳しく出てお りますので、そちらをご覧になっていた

だきたいと思います。

私は 『人生地理学』が中国で、どのような評価を得ていったのか、それにっいてお話をさせ

ていただこうと思っています。全部で9つ の項 目に分けて、お話をさせてもらいたいと思いま

す。これはまだ、研究を始めたばか りでありまして、むしろこれを聞かれた学生の皆さんが、

この方面だったら、少し自分でも調べてみようか、とい う人がたくさん出て来て下さることを

念願 してお ります。

簡単な言葉で言います と、エ ビで鯛を釣ろうかな、というふ うに思っています。私は、今、

中国語 も教えておりま して、エ ビで鯛を釣るとい うのは、中国語で何 とい うか、中国語専攻の

学生が、たくさんいらっしゃいますけれ ど、聞くことはしませんけれ ど、中国語で 「馳蒋 引玉」

と言いまして、直訳 します と、煉瓦を投げて玉を引き寄せるとなります。同じ内容を言お うと

しても、日本では魚を使い、中国では玉石を使います。どちらがいいでしょうか。玉の方が良

い と思います。鯛より玉の方が良いのじゃないでしょうか。それでは本題に入 りたいと思いま

ます。以下九つの項 目に渡って、紹介 したい と思います。

TsuyoshiTakahashi(創 価 大 学文 学 部 教 授/副 セ ン タv-一一L長)
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1.「 漸江 潮」掲載 の 『人生地 理学』

まず、最初に 「漸江潮」とい う中国語の雑誌を紹介したいと思います。私が思 うに、『人生地

理学』に対する中国の最初の反響は、「漸江潮」という雑誌に載った 『人生地理学』の翻訳論文

だ と思ってお ります。

今 目はお配 りした、手元にある資料をご覧になってもらいたいと思います。 これは 「大 白蓮

華」(2003年6A号)と い う雑誌に掲載 してもらったのですけど、その44頁 の下のところに写真

があります。「漸江潮」もちょうど百年前発刊されたもので、今 ここに現物があります。当セ ン

ターで保存をしているものなんですけれど、1903年 に発刊 された第1期 から第10期 までのもの

を製本したものですが、百年前の中国語で書かれてお りまして、私は、現代中国語 しかやって

お りませんので、これを読むのは大変、難解です。

ここで、まず 「漸江潮」とい う雑誌がどうい うものなのか、簡単にお話をしたい と思います。

これはちょうど1903年 、中国の時代で言います と、清朝末期に当ります。その清末において、

日本にたくさん中国から留学生が来ておりました。その留学生の中で、皆さん出身別に同好会

を作って、勉強をしたり、なかには革命 をやろうとい うグループもあ りました。ここで言 う「革

命」というのは、清朝を倒 して漢民族の王朝を作ろうとい うことです。

その中に漸江省の出身の人たちが作った 「漸江同郷会」 とい うのがありま した。その幹事の

グループが編集をした雑誌が 「漸江潮」で、発行所は 「漸江同郷会雑誌部」とい うところです。

ちょっと、面白いのは、印刷は日本でやっているのです。東京にあった並木活版所 とい う印刷

所で、中国語の雑誌を印刷をしていました。

この雑誌は1903年1月 から発刊 されまして12期 まで数えてお ります。これは月刊誌でありま

したので、翌年の2月 まで出版をし続けています。大体のボリュームなんですけど、毎号200

頁ぐらい。発行部数は期によって違 うのですけれ ど、平均すると、二千部前後です。第8期 く

らいになると五千部は出してお りまして、恐 らく、これは次第に好評を博 して、これを購読す

る人が増えた、と考えて良いと思います。 目本でこれを発刊しまして、中国国内、または、日

本でも、売るわけですけれ ど、中国国内では30ヵ所で、販売してお ります。

この雑誌の中の記載を見てみます と、どんな ところで販売 されたのかがわか ります。例えば、

杭州 とか、寧波、温州、上海、蘇州、無錫、南京、武昌、北京、成都、広州、長沙、こういっ

た所で、販売 され、読まれていきます。

この雑誌は、正確には、革命を鼓舞するような愛国主義の溢れるような内容のものが多いで

す。その中の 「漸江潮」第9期 なんですけれ ど、1903年11月8日 に出たのですが、牧口先生の

『人生地理学』第17章 の 「植物」 とい うところを、黄孫さんとい う人が 「植物と人生の関係」

というタイ トルで翻訳して出しております。

今、私が考えるに、これは中国の一番最初の、この本に対する反響ではなかったかと思いま

す。これはよく見て見ます と、「植物」のところを翻訳 しながら、それに中国の現状を加えなが

ら、時には個人の見解を述べながら、かなりしっか りした翻訳論文になってお ります。

どうして、また、どういった ところに興味を持ったのかなと思い、その視点でこの翻訳論文

を読んで見ます と、一つは 『人生地理学』の主題であります人生 ・生活 との関係、つまり人生 ・

生活 と地理、人生 ・生活 と環境の関係、こういったところを 『人生地理学』は述べてお ります

ので、まず、そこに興味を持ったのじゃないか。すなわち、「植物」の章を訳 しているのですけ

ど、タイ トルにわざわざ 「植物 と人生 との関係」 とタイ トルを付けているところからも、こう
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い うことが言えるのではないか、と思います。

二っ 目は 「植物」の ところを翻訳をしているのですけれ ども、全体の トーンが、中国を産業

で救っていくのだ、 とい う 「産業救国」と言いますか、そ うい うトーンが非常に強いと言 うこ

とです。「植物」の章では米の話 とか、麦の話だとか、豆の話だとか、そ ういった内容 も多 く含

まれているのですけども、そ うい うものを紹介 しなが ら、中国の現状を紹介 し、この翻訳論文

は農業 と林業の振興を強調 してお ります。従って、この 『人生地理学』の 「植物」の中の、特

に、産業を振興するとい う、こういったところに興味を抱いたのではないかと思います。

三っ 目に、実は、『人生地理学』は、ただ単に人生 と地理の関係 を述べているものではなく

て、帝国主義の批判をした部分が何ヵ所かあります。 日本に留学 している当時の留学生は、清

朝が列強によって植民地化 されっつある、半植民地化 されつっある、そ うい う意味で帝国主義

に対 して大変に怒 りを持っていました。そうい う人たちが、帝国主義を批判 した 『人生地理学』

を読んだ時に、やはり、印象深 く読んだのではないかと思います。大きく言 うと、以上の三っ

の理由でこの 『人生地理学』を翻訳したのではないかと思います。

これは蛇足になると思いますが、同九期に魯迅の書いた 「スパルタの魂」 とい う、こうい う

文章も掲載されてお ります。魯迅は、漸江省出身の留学生でありまして、やはり、この 「漸江

潮」の雑誌の発刊に様々な形で関わっていたようで、たくさんの文章を載せてお ります。何故、

私が敢えてこの話題をここに入れたのかと言います と、魯迅 もこの 「植物 と人生の関係」 とい

う文章を読んだのではないだろうか、とい う願望を持っているからです。魯迅は 「スパル タの

魂」で愛国主義を鼓舞 した内容を、この文章で表現してお ります。

次に 「漸江潮」の第!0期 に、これは12月8目 に出るのです けど、先程の黄孫 さんの翻訳論文

の続きと、もう一篇、壮夫さん、これもペンネームのようですが、壮夫の 「地人学」即ち、『人

生地理学』第10章 の 晦 洋」のところを翻訳をした論文が出てお りました。実は、壮夫とい う

人は 「地人学」というタイ トルでこの 「漸江潮」の4期 、5期 、7期 、8期 において、すでに

4回 にわたって、内村鑑三の 『地人学』をずっと訳 してきてお りました。

ところが、第5回 目の内容になります と、内村鑑三の 『地人学』ではなくて、急に 『人生地

理学』の 「海洋」を翻訳をして、この 「地人学」の中に入れているのです。内村鑑三の 『地人

学』をその後、見てみましたら、ちょうど、タイ トル として 「海国」 とい うタイ トルの章があ

りました。ですから、恐 らく、壮夫 とい う人は、第5回 目の翻訳 として、内村鑑三の 『地人学』

の 「海国」を翻訳するつもりでいたのでしょう。 ところが 『人生地理学』に出会ったものです

から、この 「海洋」の内容を翻訳 したのですね。 どうしてなのかな、と私も考えたのですが、

やはり、注目した理由は、先程、「植物と人生の関係」を翻訳 した黄孫が注 目したのと同じ視点

であった と思っています。

どうい うことか と言いましたら、壮夫の 「地人学」は、冒頭に、こういう出だ しで始まりま

す。「海洋 と人生の関係はいかなるものであろ うか」とここか ら始まるのです。従ってこの壮夫

という人は、人生 と海、人生と海洋、こうい うところに関心の的があったのではないかと思っ

ています。

「海洋」の中には、漁業 とか水産業 とか、そ うい うことにっいて詳 しく述べられてお ります。

これも、当時の留学生が 「産業救国」、産業を興 して国を救 う、とい う問題意識に 「海洋」がち

ょうど当てはまっていったとい うことです。
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それにプラス して 『人生地理学』の中では、帝国主義の批判をしています。実は、この 「海

洋」の中には、こうい う項目があ りました。それは 「太平洋 と列国」という項 目です。ここで、

牧口先生は列強のヨーロッパの国が、太平洋の海洋をどのように支配をしているのかにっいて、

詳しく述べているところがあるのです。だから、それを留学生が読んでこれは多くの人に紹介

した方が良い、とい うことで、この 「海洋」に注 目したのではないかと思います。

同10期 にも、魯迅の 「地底旅行」とい う文章が載ってお ります。もう一点、これは一つの課

題なんですが、実は、黄孫が書いた 「植物 と人生の関係」とい う翻訳論文と、壮夫が書いた 「地

人学」の翻訳論文の論調、すなわち、r産業救国」、帝国主義批判の論調は、魯迅が 「漸江潮」

の第8期 に書きました 「中国地質略論」の論調 と極めて類似をしているのです。

魯迅は、この 「中国地質略論」の中で、中国には特に、石炭 とい う鉱物を中心とした資源が

たくさんあるので、こうい うものを列強の国々に渡すのではなくて、利用して産業を興 して、

国を救ってい くのだ と強調します。私はこれも仮説なんですけど、魯迅の 「中国地質略論」を

読んだ他の留学生たちが、非常に感銘 を受け、そしてちょうどその頃に 『人生地理学』が出版

された。読んで見ると、"これは使えるぞ"と いう感触を持ったのではないか と思っています。

前述の翻訳論文は、そのきっかけは魯迅が作ったのではないかなと、思っています。 この辺に

っいてはここにいらっしゃる皆さんと、一緒に研究がこれから深まっていけばいいなと思って

います。

以上が、中国 という視点から見た、『人生地理学』の一番最初の反響ではなかったかと思い

ます。

2,『 人生地理学』 と弘文学院

2番 目の項 目ですけれ ど、今度は、弘文学院からの視点で見たいと思います。牧 口先生は1903

年に 『人生地理学』を発刊 しまして、その翌年から、弘文学院とい う学校で地理学を担 当し『人

生地理学』を講義 してお りました。

弘文学院が何処にあったか、とい うことなんですけど、そのメインの校舎は今の新宿にあり

ました。1902年 から1909年 まで続いた学校で、この学校を創立したのは、皆さんもご存知の、

講道館柔道を創 り上げた嘉納治五郎 とい う人です。

当時、嘉納治五郎は、東京高等師範学校の校長をしてお りました。 目本の教育界では大変、

権威のある人物でした。嘉納治五郎は、政府から依頼をされて、中国の留学生を特別 に教育を

する学校を創 りました。

牧 口先生は、1904年 の2月 から7年4月 まで教鞭を取られ、4年 間に渡って、中国の留学生

と交流を持っていかれました。この学校では通訳を立てて、講義をしていましたので、中国語

でやる必要はありませんでした。しかし4年 間、留学生 と交流 しておられたので、簡単な中国

語はお出来になったのではないかと思っています。

この弘文学院は、当時有名な学校であ りまして、1906年 のデータですけど、当時、 目本には

中国の留学生が約8000人 お りまして、その8000人 の中の5人 に1人 はこの弘文学院に通ってい

た、というのです。 どれだけ有名で、内容のある学校であったか、とい うことがお分か りだと

思います。

この学校では、たくさんの人材 を育成 しております。この学校を出た学生の中で、例えば、

教育界で言います と、中国の九っの大学の学長を輩出しています。例えば、北京師範大学とか、
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上海交通大学 とか、広州大学であるとか、湖南大学であるとかなど。さらに、大学の教授を数

えて見ました ら、32名 いました。こういった教育界の人材だけでなく、その後、孫文な どと一

緒に、中国革命を推進した人物も弘文学院の卒業生の中でたくさんいます。

例えば、黄興 とい う人は、孫文が文武の文だ とします と、武の代表 と言って良いと思います。

それから、陳天華。この人は言論戦で非常に活躍 した人ですけれ ど、東京にいた時に中国人が

あまり団結をしない、と憤慨をして、大森海岸に入水 自殺をしてしまいます。それか ら、林覚

民。 この人は広州で孫文が蜂起 した時に殉死をするわけですけれ ど、有名な遺書が残っており

ます。それから、宋教仁がいます。 この人は、当時、国民党を率いて、本来ならば、国務総理

になるはずだったのですけれ ど、哀世凱の刺客によって暗殺 されます。

それから、魯迅 もこの学校で勉強をしております。李四光という人、この人はその後、北京

大学の教授になるのですけれど、新中国建国以後、中国科学院の副院長になりました。以上の

ように様々な人材 を輩出してお ります。弘文学院は トータルします と、約7000人 の中国の留学

生を、教えたという統計があります。

この弘文学院が揃えた教授陣は、なかなか立派な人がたくさんお りまして、その中の一人に

松本亀次郎とい う人がいます。松本亀次郎は、その後、1917年 から19年頃まで、周恩来総理が

日本に留学をしまして、日本語の学校に通っていたのですけれ ど、この松本亀次郎がその 日本

語学校の校長でした。松本亀次郎は、周恩来総理 と麗 しい交流を持っていたようです。

このような人や環境の中で、牧 口先生は、中国の留学生 と 『人生地理学』を通してなが ら、

交流をしていました。この弘文学院で留学生とどのような交流を持っておられたのか、これも、

まだ、はっきり分かってお りません。これ も大きな研究課題だ と思います。

弘文学院で間違いなく、牧口先生は教えていた、という証拠写真が発見されましたので、こ

れも、今 日配った資料の 「大白蓮華」の45頁 をご覧になって下さい。この写真は講道館柔道資

料館というのがあるのですが、そこで発見されたものです。

牧口先生は、この写真の前から2列 目の右から3番 目、これが牧 口先生です。牧口先生の左

3人 目に嘉納治五郎が写ってお ります。 この写真は、上の文字を見ます と、ちょうど卒業生と

一緒に撮った写真でありまして、どこの卒業生かとい うのは、この文字から分か ります。

昔の日本語ですか ら、右から左へ読んでいくと、「弘文学院蜀楚普通班卒業」と読めます。

蜀 とい うのは四川省のことで、楚とい うのは湖南省です。従って、ここに写っている留学生は

四川省、湖南省からの留学生です。この名前が特定出来ればいいなと思っています。将来の一

っの夢なんですけど、全員の名前を割 り出し、その後、どうなったか調べてみたいと思ってい

ます。

なお弘文学院時代、牧口先生は1906年 、日本の教育事情を視察に来た 「清国教育視察団」(黄

紹箕団長)と の懇談会に出席し、教育の担当者 とも交流を深めておられます。

3.『 人生地理学』の中国に関する記述

話は変わり、3番 目の項 目ですけれ ど、この 『人生地理学』の中では、中国をどのように見

ていたのかとい うことです。全部、調べたわけではありませんので、一応、目に止まったもの

だけの一部をご紹介 したいと思います。

『人生地理学』の 「人類」の章を見てみますと、こういうところがあります。

「将来の運命 を左右すべき最も恐るべきものは、むしろ中国人ならんと結論せ り」 と。牧 口先

生は、様々な学説等を検討 しながら、こうい う結論を出したのだ と思います。すなわち、将来、
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運命 を決する最も大きな影響 を持っているのは中国人だ、と述べられてお ります。それか ら、

「国家地論」の中ではこのように述べてお りました。「中国は個人で見ると、富であ り、強であ

るが、国民的な結合の道徳はあと一歩である。だから、中国には教育の普及が必要である」と。

これは、ごく一部でまだ、様々な見方を示 しておりました。 これらの検討 もこれからの課題に

なると思います。

私は、『人生地理学』の初版本だけを見たのですけれど、これは1!版 まで重ねますから、その

後、中国への見方が どのように変っていったのか、これも初版から11版まで見ることによって、

その変遷 というものが見えてくると思います。

これは、その関連なのですけど、先程、私は 『人生地理学』は帝国主義の批判をしている箇

所がある、と紹介 しました。 この帝国主義の批判 をした箇所は、初版 と第8版 と比較をしてみ

ますと、第8版 の方が帝国主義に対 してかな り厳 しくなっています。

それは恐 らく、1908年 に第8版 が出版 された事 を考えると、1903年 に初版が出版 され、1904

年に日露戦争が起き、日露戦争 を経験す るに伴って、帝国主義に対する批判が更に厳 しくなっ

ていったのかなとも思っています。この点の検討 も、これからの課題です。

4.『 江蘇師範講義 地理』

次に、4番 目の項 目ですが、それは弘文学院で 『人生地理学』の授業を受けた学生が、その

講義を聞いて教科書を作った事に関連 します。その教科書の名前は 『江蘇師範講義 地理第七

編』です。これは写真が出ておりますか ら、見て下さい。「大白蓮華」46頁 で、このキャプショ

ンがちょっと違 うのですけれど、46頁の真ん中の段のところにある写真が、『江蘇師範講義』の

表紙をめくって最初の頁です。そこに見えにくいかと思いますが、左頁に 「人生地理学」 とい

う文字がみえます。その隣は 「日本牧 口常三郎講義」とい う「講授」、そ うい う文字が見えます。

この写真の上段にある背表紙を撮った写真 は、これは第5番 目の項目であ ります 『人生地理

学』の全訳本の背表紙です。

『江蘇師範講義』についてのお話に戻 りたいと思 うのですが、この本の編集者である江蘇師

範生は、江蘇省から来ていました。将来、学校の先生になろうとい う師範生が弘文学院で授業

を受けて、その人たちが編集をしました。発行所は どこか、と言いますと、江蘇寧属学務処 と

江蘇蘇属学務処とい う所です。

「寧属」 とい うのは、江蘇省の南京辺 りのことを言います。それから 「蘇属」とい うのは蘇

州辺 りのことです。この本は南京、蘇州にある学務処によって発行されたのです。学務処 とい

うのは教育を統括する機関で、1905年!906年 頃には、中国の教育制度の中で、すでに地方に於

いても、設置されてお りました。

教育制度が整備されると、直 ぐ必要なのは教科書なんですね。とい うことで、この学務処は

日本に留学 している高等師範生に連絡をとり、教科書になる良いものがあったら紹介 をしなさ

い。そして、それを出版 しなさい とい う、こうい う背景があったと思います。この江蘇師範生

は、留学を終えて帰国する際に、恐らく、東京にあった並木活版所 とい う所で印刷 をしてもら

って、それを持って帰国をしたのではないかと、考えてお ります。

従って、この本は1906年4月1目 に発行された とします と、この江蘇師範生は、その前に来

ていたことになります。1905年 に在籍をしていた江蘇師範生を調べてみると5人 お りました。

恐 らく、この5人 の方が取 り組んだのではないだろうかと思っています。これも仮説なんです

けど。名前が分かれば良いのですが。それか ら 『江蘇師範講義』の序をよく見てみます と、ど
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うしてこれを教科書にしたのか とい うことが、短いのですけど、書かれていました。

このことは 「大白蓮華」45頁 のところに見ることができます。45頁 の一番下の段、前から4

行 目の序の中に 「人生地理学は根拠がなかなか正確だ。そして論議 も多く豊かだ。だから、こ

れを教科書にする」 と。

今回、発表の場を設けて頂けるということで、もう一度、この 『江蘇師範講義』を読んで見

ました。すると 『人生地理学』の全訳 とは少 し内容が違っているなと言 うことに、気が付きま

した。

即ちこの 『江蘇師範講義』の内容は、例えば、牧 口先生が日本の港 を説明したら、必ず、中

国ではこうである又ああである等、中国の事情をたくさん紹介 しています。そこで想起 したの

が、牧口先生が、『人生地理学』を中国人の留学生のために、分かりやす く書き下ろした 「教科

目誌」の存在です。

実は、ここにいらっしゃる塩原 さんは、かつて 「大白蓮華」(2001年6月 号)に 「教科 日誌」

とい うものが、すでにあって、その 「教科 目誌」に基づいて、牧 口先生は講義 したのではない

か、と仮説を立ててお りました。

その視点から再度 『江蘇師範講義』を見てみると、様々なところに、中国と目本の話題 とか、

また多くの中国の事情が出てきます。例えば、「中国人 と日本人は」とか 「中国文学は、すでに

早くから開明に達していた」等。こういった文章は本来 『人生地理学』の方には、見当たらな

い表現です。従って、これは、牧口先生が中国の留学生のために、将来、国に帰って地理学を

教えるであろ うと思われる留学生のために、書き下ろした内容が、この 『江蘇師範講義』の内

容になっているのではないのかなと、仮説を立ててお ります。これ も検討課題です。

5.『 最新人 生地理学』

次に5番 目の項目です。それは、1907年 出版の 『最新人生地理学』のことで、これは 『人生

地理学』の全訳です。最初から最後まで、中に入っている地図も、カラーだったのですけど、

そのカラーの色も全く同じです。『人生地理学』というのは千頁にわたる大著です。この大著は

翻訳をするためには、それな りの覚悟が必要です。大変、時間もかかるし、労力 もかか ります。

従って、この本は学術的に、大変な価値がある、 とい うことを認めたその証しとして、この本

の翻訳に取 り組んだのではないかなと思 うのです。

!906年 の段階の 『江蘇師範講義』は、教科書 として、1907年 の段階では、学術書として出版

された と考えています。訳述者は 「世界語言文字研究会」編集部とい うことになっていますが、

具体的にはどうい う人たちなのか、まだよく分かっていません。

面白いのは、この編集部の本部は青島(チ ンタオ)に あり、この本の発行所は上海(群 益書

局)で 、印刷所は東京(翔 鶯社)に ありました。ここで皆さんは、何故、中国で印刷 しないの

かな、と思 うかも知れませんが、理由はこうだと思います。当時、日本の印刷技術が良かった、

という事だと思います。 どのように良かったかと言います と、例えばこの 「漸江潮」で見てみ

ると、1903年 当時ですけれ ど、表 と裏に印刷 していますね。こうい う印刷方法にっいては、日

本の方が進んでお りました。

中国ではどうしていたか、と言います と、例えば、片面に印刷をして、そ うして折 りこんで

閉じるというや り方をしていたそ うです。

この 『最新人生地理学』は大変に好評でありまして、1907年 の6月 に初版が出まして、その

年の10月 には再版まで出ております。こういうことは、大変、珍 しいことである、と中国の学
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者が言ってお りました。誰が言ったか とい うことなんですが、それは、この 『最新人生地理学』

を研究 した本が2000年 に2冊 出ました。『最新人生地理学』だけを研究 したわけではないのです

けど、2000年 に2冊 の本が出まして、その本の中で 『最新人生地理学』のことも触れてお りま

した。

1冊 は郭双林 とい う中国人民大学の教授なんですけど、その人が 『西洋思潮激動下の清末地

理学』 という本を書きまして、この本の中で 『最新人生地理学』は二っの面で、中国に大変、

大きな影響を与えたと、結論付けてお ります。一つは、中国の郷土地理教育の理論 とか方法に、

大きな影響を与えた。もう一点は、中国に対 して民主思想の学説、これを広める意味で貢献を

していると。それからもう一冊は、雛振環 とい う復旦大学の教授なんですけど 『清末中国にお

ける西洋地理学』 とい う本を書いて、この本の中で 『最新人生地理学』のことを紹介をしてお

りました。

このお二人には、私は、直接、会ってインタビューをしたのですけど、このお二人にしま し

ても、同じ年に再版が出るということは、大変、珍しいことだと言っておられました。

今 日、この 『最新人生地理学』は9冊 、その所在が確認 されてお ります。北京師範大学、蘇

州大学、復旦大学、中山大学そして南京図書館、漸江省立図書館にそれぞれ1冊 つつあります。

それか ら上海図書館に行きます と、3冊 あります。実は、これらは、私が全部、調べたわけで

はありませんで、中国から来られた交換教授の先生方が帰国された時に、調べて下さいま して、

判明 したものです。そ うい う意味で、9冊 確認出来たとい うのは、将に、目中合作なんですね。

合作の賜物なんです。

今後も、まだまだ、この本は中国の各大学か ら、もっと出て くるんじゃないかなと、い う予

想もしてお りまして、将来的には 『最新人生地理学』が、中国のどうい う大学、図書館にある

のか、こういうことを調べて、その広がりというものを地図にしていきたいな、と思っていま

す。また、その際には、交換教授の先生方にお願いをすると思いますが、その時はよろしくお

願いします。

6.日 本語版 『人生地理学』(1906年)

今まで紹介 したのは 『人生地理学』の中国語版のことですけれ ど、実は、日本語の 『人生地

理学』が見付かりました。 どこにあったか、と言います と、南京大学の図書館にあ りました。

1906年版のものです。 これが第6番 目の項 目です。

本 とい うのは、面白い物で、思わぬ歴史的痕跡をも残 してくれます。例えば、その本に蔵書

印が押してあると、もっと、その本の歴史が分か ります。たまたまこの本には2つ の蔵書印が

ありました。1906年 に出版された 『人生地理学』 目本語版が、その2年 後には、南京に設立さ

れた 「両江法政学堂」の図書館に納められてお りました。同学堂蔵書印があ りました。 この学

校は、法律 とか、政治関係の人材を養成する高等教育機関であ りました。

それから、その後、南京大学の胡小石 とい う教授の蔵書印も押されてお りま した。この胡教

授は、国学大師として有名な人ですが、この方の蔵書の中にも入ってお りました。

印鑑 ということで、先程言い忘れたのですけど、漸江省立図書館にあった 『最新人生地理学』

には章豚生 とい う教授の印鑑も押されていました。

更にまた章教授は本に書き込みもしているのです。○を付けた り、△を付けたり、また書き

込みもしていました。この部分はちょっと言い過ぎではないかとか、この部分は評価に値する

とか、といった具合に。
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この章厭生教授、どうい う人か調べてみたら、分か りましたので、簡単に紹介しておきます。

この章教授は北京大学、北京師範大学、南京東南大学で、文学部や歴史学部で講義をして、次

のような本を出しているのです。『歴史大事典』とか 『中国文化史』とか、その類いの本を沢山

出してお ります。そのような教授が書き込みをしたとい うことは、何か惹かれるものがあり、

その後の著作活動に引用をしていったのではないか、と想像をめぐらせています。

7,『 人生地理 学』

今度は7番 目の項目です。1909年 に 『人生地理学』の中国語版が、もう一種類出版されてお

ります。これは上海新学会が1909年 に発行 したもので、凌廷輝 とい う人が翻訳をしてお ります。

この人は 「漸江同郷会」の会員で、1903年 に弘文学院を卒業 し、1908年 から漸江両級師範学堂

で歴史 ・地理学を教えています。

実は、この 『人生地理学』はまだ見付かっていないのです。それで どうしてこの 『人生地理

学』が、牧口先生の 『人生地理学』の翻訳だと断定出来るかと、疑問を持つ人がいると思いま

す。その理由は、先程紹介した郭双林教授が、 ドクター論文を書く時に、この凌廷輝訳の 『人

生地理学』を読んで、詳細にメモを取っておられて、それを見せてもらった結果、判明したの

です。そこで実物はどこにあるのか とい うことですが、郭教授に聞いたところ、開封図書館で

見たということでした。現在実物を確認中です。

8,『 人生地理学』の中国人文地理学への影響

次は8番 目の項 目です。この郭林双教授の学説によります と、清末の中国に於いて、人文地

理学に大きな影響を与えた外国の文献に3種 類あるとのことです。その3種 類 というのは、今

目、説明した4番 目の 『江蘇師範講義』、5番 目の 『最新人生地理学』、7番 目の 『人生地理学』

です。

即ち全て牧 口先生の 『人生地理学』だとい うことが分か ります。そうすると、その後の中国

の人文地理学にいくらかの影響をもたらしたのではないか、と想像できます。中国は1911年 に

辛亥革命 をや りましたが、その後、しばらく混乱が続きますから、もう一度、学問が復活 して

くるのは1920年 代からでしょうか。20年代以降、『人生地理学』という名前の付いた本はないか、

と思い調べて見ましたら、1925年 の 『人生地理学』、1930年 の 『人生地理概要』と 『人生地理学

史』。1942年 の 『近代人生地理学之発達及其在我国之展望』 とい う書物が目録にあ りました。

こういった 目録を中心に、それらの本を分析して見ると、何か牧 口先生の 『人生地理学』の

影響 とい うものも見えてくるのではないかな と思い、調べて見ました。そ うしましたら、白眉

初 とい う人が1923年 に 『地理哲学』とい う本を出しましたが、この内容の一部は牧口先生の『人

生地理学』の 「緒論」とか 「産業地理」 とかを間違いなく引用をしておりました。

白眉初 とい う人を調べて見る と、郵穎超女史の天津直隷第一女子師範時代の恩師だったこと

が判明 しま した。白眉初先生の提案が元になり、「穎超」という名前になったそうです。元々、

郵穎超 さんは郵文淑と言っていたそうです。こういう思ってもみない関連 もありました。

また、1931年 の 『人文地理概観』は、これはまだ本文は見ていないのですけど、目次だけで

見ました。『人生地理学』の 「国家地論」とか 「都会及び村落地論」とかに、極めてi類似してお

ります。本文を見ない と何 とも言えないですけれ ど(本 文が後 日入手でき分析して見ると、確

かに 『人生地理学』の引用でした)。
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『人生地理学』が、その後の中国の人文地理学に、どのような痕跡を留めていったのかにっ

いては、現在北京大学の 「池田大作研究会」の人たちと一緒になって取 り組んでいるテーマの

一つです。

9.『 最新人生地理学』の現代中国語版

第9番 目の項 目でありますけれ ど、それは 『最新人生地理学』の現代中国語訳 とい うことで

あります。現在湖南師範大学の 「池田大作研究所」で、進められてお ります。同研究所では生

態倫理学、環境共生の観点か ら、この本をもう一度読み直 してみようとい うプロジェク トも、

立ち上げております。

最後に、今回この発表を通 して、一っ二つの感想 を持つに至りましたので、それを述べて終

りたいと思います。まず1点 目は、牧 口先生は、百年前から 『人生地理学』を通 して、中国と

の教育と文化の交流を始めてお られたということです。私は、この一点は、将に創価大学の大

きな、大きな財産だと思っています。

その結果、牧口先生は中国に自分の教え子がいるということになります。現在私たちは、牧

口先生が提唱された創価教育を受けていますが、そ うい う私たちにとって、あの中国に牧 口先

生の教え子がいたとい う歴史は、中国に対し更なる親近感 をもたらしてくれるのではないか と

思います。

また、牧口先生はその後、弘文学院で教えた後、小学校の校長 をされるわけですけども、そ

う考えます と、牧口先生は、戦前に、日本にも中国にも教え子がいたことにな ります。そ うい

う牧 口先生にとって、戦前、日中関係が次第に悪化 していったことは、牧 口先生に大変大きな

心労をもた らしたのではないか と思います。もし戦争になれば、教え子同士が戦 うことになり、

一人の教師からしてみま したら、それはもう耐えられないことではなかったかなと思います。

その意味からも牧口先生は、反戦を主張 し、平和を主張し続けられたのではないかとも思って

います。

それから、もう1点 、この 『人生地理学』の影響は、20年代(そ の後の研究で30年 代)ま で、

その痕跡は見られるわけですが、先程、触れました白眉初 とい う人は 『地理哲学』 とい う本の

中で取り上げております。『人生地理学』は人文地理学からばかりでなく、哲学の視点からも注

目される程の広範な内容を含んでいたのではないかと思います。

私は、今後、日中間の教育文化交流に一っの麗 しい有意義な花を添えた、この牧 口先生の 『人

生地理学』を通しての交流の歴史を、より深 く解明して、牧 口先生の遺志を継いで、日中間の

文化と教育の交流を更に発展させて行かねばならないと思っております。また、そのことを今

一番の模範 を示 して下さっているのは創立者池田先生だと思ってお ります。

最後に 『人生地理学』は中国において、むしろ正しく評価 されていたんじゃないかな、とい

う、これも仮説なんですけど、そ ういう印象 をつけ加えさせていただき、私の講演を終わらせ

ていただきたいと思います。ご清聴、ありが とうございました。

(本稿は、2003年10E15日 の講演を加筆 ・訂正 したものです。)
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